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in軌lrOPiumGalliumGarneもFachiki.,M.良SもTOubebk,a.)_

･TheoryofOovalencyinTranBiもion MetalSalts(Simanek,

臥 ,Sroubek,Z.landTachiki,M.)

･ReorientaもionFrequenciesOfFerroelecもricDipoleBnear

aParamagneもioCenもeTinXH2AsO4 andKD2AsO4(Blinくつ,fi･,

Cevc,P.& Sohara,lW.)

･TheXondoEffect- TheLinkb(∋tweenMagneticandNon一

皿agneもic工mpuTiもieBin Metals?@chTieffer,J.R.〕

･StaticPb_enomenanearCriticalPoints;Theoryandex-

peri-nen七匹adanoff,i.P.eもalj

･DielecもricCpns七ant ofTrigly｡ineSulfa.teaも もheCllrie

Point(Sekido,Tat.suya&MiもSui,Toshioj

･OnもhePropagationofQuantumWave- Generalized

random phqLSeaPPTOXimation- LSaⅦad,Ⅹ･)

ニユ･-ス

･4月9日～13日までに開かれるCJryOgenicengineeringの国際会議の

後で､外来の学者の うち､W.a.Fairbank,凱 F･員ammeユ,Ⅹ･JW･

Ta｡Onis,Y.a.Ki皿等を含む9名の方に物性研に来て頂いて研究会を開

く予定があるようです｡(東京教育大宗田)

0人のうどき

･市川芳彦氏 : イリノイ大学及びパ リ大学 (OrsaiT)から帰国 (ユ966年

12月31日).OrSayでは 甘SecondOrsaySu皿erlnstituもefo主

もheNon-ユinearPhenomenairiPlasma-付虹出席 したo

･福田義-氏 (東北大教養) : 1966年 li月テキサス大学 よb帰任0

-537-



･渡辺 宏氏･:1966年 12月北大理学部 より大阪市大理学部に転任｡

'.Dyna皿icalCorrelaもion を中心 とした多体問題 け研究会

期 日 5月由,-10,11日

場所 八王子市大学セ ミナーーノ､クス

プ ログ ラ ム

5月 9日- 1て).一oo-12.:00
久保菟五

V_'Dorrelaもion
'Jri-urletioヱユ

5月10日 痩態 晋崩 三貴 射
電子散乱 よ事･'-砕 ら

れるDyrlaTrlic
ForlmFacもor

5月11日 9.30-1'1.0̀0､
金沢秀夫 (東大教童)

14.00-16.00
沢田克郎

Pine,sN.oTjier流
のDynamlCaユr''
cc)感 a七,ionの
approa'ch
ll.00-12.30
浜口 (庶研)

中性子散乱による
ma即ユOn,Phon0n
のデ-久について

11.00-12.30

大肇 蔑 警 拙

電子ガス笹於けるD'yrユamicai
CaTelal;10nに よる多体的計算

16.･1'0-17.10 その後
松原武生 自 由

題未定 飛二材､b

14.00-15.30研究発表
檎原良正 ､

吉e% Kai
SもracTlu-re
Factor
13.0()～l後.30

西や鮮 秋 )

等 憲 禦 鵠 rm
Fとヨ.Ctorの計算

による /̂

quid

講師 9人の他に受講者並びにDiscussion 参加者として助教授クラス以上の

方 _lL.･3名と大学院クラスとボス車 ドク トラルの斉 を 7名招待しました O そね方

には基研か ら問い合わせ.の葉書が参 ると思います｡

公募の件につきましては､l予定請求を 40万円LLh/Lま-した所 15万円にけず ら

れま したので､予算は赤字ですので ､ もしも招待者の方の中に欠席の申出の方

が 3-5名位出 ました ら､それ を補充する意味で公募 したいと恩ります.帝招1t /-I

待者が勝手に身替 bを出席させることは許されません.又自費で参加 したい方

は.･=.公募の方 と共た下記の場所に申出て下さh o 泊 費参加の方は､.その昔馨h

てお手親下さh o 東京都文京区大塚町 3⊥i9､･

東京教育大学理学部物理教室

世話人 宗 ･,田 敏 雄 1
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